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027-255-6444

会報 No.92 平成 27 年 7 月 １ 日

去る５月 30 日（土）13：30 より定
時社員総会が、新前橋の群馬県社会福
祉総合センター８階大ホールで行われま
した。毎年のことではありますが、それ
なりの緊張感というものがあります。ま
してや今年は新会長・新理事を迎え、
専門委員会の委員長も総入れ替えとな
り、「心機一転」の定時総会となりまし
た。

群馬県介護高齢課長、県社会福祉協
議会長のご挨拶も、緊張感に満ちたも
のとなりました。そんな中で高玉相談
役のご挨拶は、会場全体の緊張を和ら

げてくださるものとなり、おかげで審議案件を提出する身として
は、肩の力を抜いていつものペースで行うことができました。事
業報告・決算・監査報告を一括審議し無事承認を得た後、「その他
の審議案件」として、大澤会長より折茂前会長を「名誉会員」に
推挙する旨の提案がなされ、全会一致で可決されました。これで
名誉会員は高玉初代会長に続いて二人目となりました。名誉会員
のお二人には、今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。

介護報酬の大幅減額改定で業界全体がなかなか立ち直れずに
いることとは思いますが、きっと３年後にはみんなが笑顔になる
ときが来るものと信じて、平成 27 年度も役員・会員一体となって
活発に活動していきましょう。必ず誰かが見ていてくれるはずです
から！

　５月 30 日（土）「平成 27 年度定時総会」が群馬県社会福祉総合センター８階大ホールにて
開催されました。大澤誠新会長の挨拶、ご来賓の挨拶、議事、医療法人アスムス理事長の太田
秀樹先生の記念講演、皆様より介護支援専門員へ向けて熱いエールとご助言をいただきました。
総会の報告、講演参加者の感想を1，2 面に掲載します。

平成27年度定時総会のご報告
副会長　松 沢　斉
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　平成 27 年度定時総会・記念講演会に参加しました。記念講演会は「地域包括ケアと在宅医療　介

護支援専門員との協働」というテーマで全国在宅療養支援診療所連絡会　事務局長　太田秀樹先生の

講演でした。太田先生は医療法人アスムス　理事長として在宅医療の普及推進にご尽力しておられ、

現場の映像も交え説得力溢れる講演でした。先生のお話の中で「病院での治療の限界」「治せる病気は

治し、治せない病気が残る」「生活の場に医療者が訪問して、患者・家族の希望を汲んで全人的、包括

的医療で支えた方がＱＯＬの低下防止ができる。その人らしく生きられる。」「人は必ず死ぬ」「人生・

生活・生命を支えるのが在宅医療の本来の姿」「要になるのはケアマネジャー」という言葉が印象に残

りました。利用者の生活に寄り添い、結果としての最終ゴールが看取り。利用者の選択肢を広げる為に

もケアマネジャーは在宅医療の知識を知っておく必要性を実感しました。

 沼田市地域包括支援センター　眞下　幸枝

記 念 講 演

医療法人アスムス　理事長
全国在宅療養支援診療所連絡会　事務局長

太田　秀樹　先生

「地域包括ケアと在宅医療：
介護支援専門員との協働」
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新理事紹介

髙橋　正彦　理事
この度、皆様のご承認を受け理事となりました邑楽館林支部の髙橋で

ございます。私は多くの方々に支えられ、介護保険開始直後から邑楽館
林支部の支部長として長年務めてまいりました。皆様には本当に感謝し
ております。理事という大役は、今まで以上に皆様のご協力が無ければ
務めきることができません。ご支援の程よろしくお願いいたします。

私は皆様と一緒に、おいしいお酒を飲むのが大好きです。北関東自動
車道や国道354号線のバイパス開通により、高崎や前橋が以前よりも近
く感じるようになりました。是非、毎年日本一の気温を記録する館林へ
いらっしゃって下さい。語りましょう。

小沼　説雄　理事
新理事となりました小沼説雄と申します。所属は桐生・みどり支部です。

支部活動において協会設立当初よりお手伝いさせて頂いており、そろそ
ろ引退かと考えておりましたが、まだまだ仕事をしろと強く勧められ今
回立候補し、あろう事か無競争で理事となってしまいました。来年は還暦。
目は渋く（見にくく）なり、スーパーの袋は指を舐めないと捲れず、肩は
上がらず満身創痍、早く私の様な者がご用済みになる様「出でよ若人、
ケアマネの未来は君たちにかかっている」そう強く思う今日この頃です。

岡島　真実　理事
今期より理事になりました岡島と申します。皆さんは今の仕事が楽し

いですか？介護支援専門員は制度が始まった平成12年当時、制度の要
の職として「介護支援専門員」の資格が創設され、介護職の誰もが競っ
て資格取得を目指していたように思います。しかし現状は度重なる制度
改正に無理難題が増え、公平中立からかけ離れ、会社と利用者と制度の
狭間でもがき苦しみ、心が折れて職務を離れるケアマネも増えたように
感じます。理事として微力ですが介護保険現場の矛盾や利用者さんの立
場に立った意見を協会として提起し、業務や制度の改善に繋がるお手伝
いが出来ればと思います。よろしくお願い致します。
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各委員会メンバー一覧

総務財政委員会 ( 担当副会長：松沢 斉 )

氏　　　名 勤　務　先　名

委員長　髙橋　正彦 ㈲入ケ谷福祉

理　事　大屋千代子 群馬県訪問看護ステーション連絡協議会

　　　　島田　光明 あゆみ薬局

　　　　金井　敏江 群馬県看護協会訪問看護ステーション居宅介護支援事業所

　　　　菊地　恒夫 前橋市地域包括支援センター　城南

学術研修委員会 ( 担当副会長：淺沼　郁子 )

氏　　　名 勤　務　先　名

委員長　菅野　圭一 渋川市国民健康保険あかぎ診療所

理　事　安藤　　繁 介護老人保健施設　若宮苑

理　事　新井　健五 介護老人保健施設　ミドルホーム富岡

理　事　高麗　寿史 公立藤岡総合病院

理　事　中沢かよ子 居宅支援　あいりプランニング

理　事　関根　京子 群馬県訪問看護ステーション連絡協議会

理　事　小沼　説雄 居宅介護支援　元助

　　　　黛　　輝雄 六合温泉医療センター

広報情報委員会 ( 担当副会長：淺沼 郁子 )

氏　　　名 勤　務　先　名

委員長　松本　勝美 介護老人保健施設　青梨子荘

理　事　須田　和也 じゃんけんぽん地域生活支援室

理　事　岡島　真実 内田居宅介護支援事業所

　　　　野中　和英 ケアプランセンター　老研

　　　　小林　秀子 みどり市社会福祉協議会居宅介護支援事業所大間々

　　　　大澤　伸子 オハナサポート

　　　　野田　勝也 ゆずりは

　　　　前田　正博 居宅介護支援　温守

      　　金井　敏明 ちよだ COM ハウス

　　　　高橋　敬子 在宅介護支援センター　しぶかわ

　　　　小出　良一 特別養護老人ホーム　ふじの里

　　　　森平　賢之 特別養護老人ホーム　シルク

　　　　黛　　輝雄 西吾妻福祉病院
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「 新委員長挨拶」

理 事 会

会長　大澤　誠

新年度も既に２回の理事会が開催されました。新米議長の私ですが、理事たちのサポートで、意外とス
ムースに議事は進行しています。各委員会の報告を始めとして、定時総会や群馬フォーラム等について、
盛りだくさんの内容が１時間半ほどで検討されています。その中で知ったのが、前事務局の伊藤さんの頭
の中にあることがとても多いということです。幸い、短い期間ですが伊藤さんに事務局のボランティアを
していただけることになりましたので、その間にたくさんのことを吸収したいと思っています。

学術研修委員会

学術研修委員長　菅野　圭一

　今年度より、前委員長の安藤理事より委員長を引き継ぎました菅野です。前委員長の仕事の手際が良く、
これまで僕自身はその指令に従ってきただけ（と言うと無責任との叱責を受けそうですが・・・）だった
ため、まだ実感がわかないというのが本当のところです。とはいえ、これから本格的に例年の事業や会員
の皆様のスキルアップにつながる企画を計画・実践していかなければならないので、気を引き締めて臨み
たいと思います。

広報情報委員会

広報情報委員長　松本　勝美

このたび、広報情報委員長を仰せつかりました、松本です。まさか、文才の無い私が委員長になるとは…。
そんな私ですが、広報情報委員の方々と力を合わせて、会員の皆様に役立つ情報、そして楽しみにしてい
ただけるような「ケアマネ群馬」にしていきたいと考えています。会員の皆様へ原稿の依頼をすることも
ありますので、その時は、ぜひ笑顔で引き受けてくださいますよう、よろしくお願い致します。

総務財政委員長　髙橋　正彦

松沢副会長の後任として、総務、財政を担当することになりました。邑楽館林支部の髙橋です。本年は
大澤誠先生が三代目の会長に就任し三つの運営指針を示しています。

１.経済的基盤の整備。
２.事務局機能の整理。
３.特に若いケアマネの会員勧誘。
会長の指針実現に向けて委員一同尽力する所存です。
会員の皆様には、更なる御協力をお願い致します。

総務財政委員会
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北海道 1 石川県 2 岡山県 1

青森県 3 福井県 1 広島県 1

岩手県 1 山梨県 2 山口県 3

宮城県 1 長野県 1 徳島県 1

秋田県 2 岐阜県 1 香川県 1

山形県 1 静岡県 1 愛媛県 ―

福島県 1 愛知県 1 高知県 1

茨城県 1 三重県 3 福岡県 3

栃木県 1 滋賀県 1 佐賀県 1

群馬県 1 京都府 2 長崎県 1

埼玉県 1 大阪府 6 熊本県 1

千葉県 3 兵庫県 7 大分県 1

東京都 1 奈良県 1 宮崎県 3

神奈川県 2 和歌山県 2 鹿児島県 5

新潟県 1 鳥取県 ― 沖縄県 1

富山県 1 島根県 1

日本介護支援専門員協会の紹介
日本介護支援専門員協会　群馬県支部代議員　須田和也

日本介護支援専門員協会は、いわば介護支援専門員の全国の職能団体としてさまざまな活動を行って
おります。今回は２年に１度の代議員選挙が行われ、群馬県から須田が立候補し当選させていただきま
した。

代議員は各都道府県の日本介護支援専門員協会会員数により定数が定められ、群馬県は１名の代議員
数となっています。代議員は総会での議決権や会長、全国選出理事の選挙権などがあり、会の運営や代
表者を選ぶといった役割を担っています。代議員が選挙により選んだ会長をはじめ役員の皆さんは、私
たちケアマネジャーの声を国に届け、より良い制度改正になるよう働きかけることも行っております。

下記の表は各都道府県の代議員数を表した一覧表です。代議員数が多い都道府県では６名、７名と多
くの代議員を定数としています。

冒頭にも記載しましたとおり、各県の代議員数は各都道府県の日本介護支援専門員協会の入会者数に
より増減します（500名までは１名の代議員、500名以上1000名までは２名）群馬県のケアマネ
ジャーの声を国に届けるためには1人でも多くの方に入会いただき、他の都道府県のように代議員定数
を増やし全国の職能団体で発言力を持って行くことが必要であると考えます。是非、多くのケアマネ
ジャーの皆様に入会いただけるようよろしくお願いいたします。

平成 27年改選時　各都道府県の代議員数
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各支部最新情報

支　部 名　　　　称 支部長
連絡担当者事業所名

電話番号

沼田支部 利根沼田介護支援専門員協議会 岡島　真実
内田居宅介護支援事業所

0278-23-7535

吾妻支部 ケアマネ吾妻の会 田村　広行
特別養護老人ホームいわびつ荘

0279-68-4840

高崎支部 高崎・安中支部 中西有美子
パナケア真中（株）高崎居宅支援事業所

027-384-3211

前橋支部 手をつなごうケアマネの会 野中　和英
ケアプランセンター老研

027-253-3398

桐生支部 ケアマネわたらせの会 小沼　説雄
居宅介護支援　元助

0277-70-1556

伊勢崎支部 伊勢崎佐波ケアマネジャーの会 岡田　　稔
ケアマネジメントセンターおおいど

0270-50-0710

太田支部 ケアマネかなやまの会 淺沼　郁子
介護老人保健施設ふじあく光荘

0276-32-1212

富岡支部 富岡・甘楽支部 井澤　清貴
富岡市地域包括支援センター

0274-62-1511

藤岡支部 多野・藤岡支部 成瀬　文雄
藤岡市地域包括支援センター

0274-22-1211

館林支部 邑楽・館林支部 柏崎　　崇

　板倉町社会福祉協議会

板倉町デイサービスセンター

0276-82-3900

渋川支部 渋川圏域支部 村上　忠明
特別養護老人ホーム　清流の郷

0279-56-9201
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事務局からのお願い

平成27年度会費のお振込がお済みでない方は、お手数ですが下記口座にお振り込み
をお願いいたします。本会は会員の皆様の会費で運営しております。

より良い会を目指して役員・支部長・委員会委員等頑張っております。是非ご協力の
程をよろしくお願いいたします。

　（会費振込先）
銀 行 名　　ゆうちょ銀行
口座番号　　00540－０－63399
口 座 名　　一般社団法人 群馬県介護支援専門員協会
＊＊＊ 他金融機関からの振込用口座番号 ＊＊＊
〇五九（ゼロゴキュウ）店（059）　当座　0063399

（金　　額）　　１、群馬県介護支援専門員協会会費　4,000円
　　　　　　　２、日本介護支援専門員協会＆群馬県介護支援専門員協会会費　
　　　　　　　　　9,000円
　　　　　　　３、賛助会員　１口5,000円を２口以上でお願いいたします。
　　　　　　　　　（いずれも継続会員様の年会費金額です。）
　　　　　　　　※ 時々、無記名の方がおりますが、お振り込みの前に必ず名前を記入

して下さい。
　　　　　　　　　 新規入会をご希望の方は本会事務局にお問い合せください。

会費納入について

会員登録に変更のある皆様へ

住所変更・勤務先変更等のある方また退会希望の方につきましては、本会ホームページ
より＜事務局から→変更届（こちらから）・退会届（こちらから）＞より用紙を印刷して
ＦＡＸまたは郵送をお願いいたします。

一社）群馬県介護支援専門員協会事務局（群馬県社会福祉協議会　地域福祉課内）
TEL　027 － 255 － 6226　　FAX　027 － 255 － 6444　　　事務担当　新井

　「ぴんぴんころり」を目指している父は、80 を過ぎても毎日散歩に出かけます。
身体を健康に保ち、適度に心臓に負担を与える。この先どうなるかわからない、でも、
父は目標に向かって歩いています。あなたの目標は何ですか？目標達成のために歩
いていますか？歩きましょう。目標に向かって・・（M.M）


